組合事務所使用不許可処分取消訴訟に係る和解に関する声明

　２０１１年２月２１日、我々は，前阿久根市長が行った組合事務所使用不許可処分の取消しを求めた訴訟について，阿久根市当局と和解した。

　和解の内容は、市当局が２０１１年度において，庁舎内における組合事務所の使用について許可する予定であることを確認するものである（使用料については適正な額を定める）。

　この和解は、２０１１年２月８日，訴訟を審理していた鹿児島地裁から和解勧試がなされたことによる。我々はこの和解勧試を真摯に受け止め、労使双方が誠意をもって協議を行い裁判所作成の和解条項を受け入れることとしたものである。

　我々は、前市長が行った不許可処分が違法なものであるとして、その取消しを求めてきた。前市長の「ま～，最初から反発する，その自治労みたいな，あれは自分のためだけに横車を押す組織ですから。あれはもう消滅させなけきゃいけないと思ってますけどね。」（ブログ市長「竹原信一氏の核心」から）との発言，不許可の理由として他への活用予定を挙げていたが、これまで旧事務所は何ら活用がなされなかったことからして、不許可処分は、単に組合嫌悪による組合つぶしであったことが明らかであった。

　我々は、「必ず帰ってくる」との確固たる決意をもってこの暴挙を許さないたたかいを取り組んできた。そして、庁舎内における組合事務所は、良好な労使関係の構築に必要であって、良好な労使関係の構築は、円滑な公務の遂行すなわち地域住民のための行政サービスには不可欠なものであると訴えてきた。

　今回の和解は、２０１１年度からの組合事務所使用に途を開くものであり、これまでの我々の主張の正当性が裏付けられたものである。

　我々は、前市長によって、様々な不当攻撃を受けてきた。今もって，我々と市当局との間には多くの未解決の問題が残されている。今回の和解が、良好な労使関係構築の資として活用されることを強く望むものである。

そして、市当局が、前市長のとった組合敵視の姿勢を改め、勤務労働条件に関する事項は労使の交渉で解決を図るとの基本に立って、諸問題の解決に努力することを重ねて求めるものである。

　今回の和解にご尽力いただいた関係各位に深甚の謝意を表するとともに、引き続き活動へのご支援、ご協力をお願いするものである。

２０１１年２月２１日

阿久根市職員労働組合
















PAGE  

